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「日本j との関係、 「儒教的文化観」、 「経済的価値J としてあらわせる。
その後、 2000 年を前後するころから、日韓におけるポピュラーカルチャー状況は、双方向にトランスナショナル
なものとなってし、く。これは、韓国の人々が、グローパル化の流れのなかにいっそう深く巻き込まれていったことを
意味すると同時に、韓国のポピュラーカルチャーが「脱領土化J され、グローパルなものへと変化していったことを
しめしている。そこでは、グローパルとローカルの「押し引き」が生じ、マンガについて発言するいくつかの「ロー
カルJ なものが誕生していった。
「ローカル」の発言は、先にあげた三つの力学に方向付けられながら、自らの発言の場をめぐりヘゲ、モニーを争う
ことになる。分析においては、 「ローカル」たちがマンガ文化のありかたをめぐって争う中で、時としてナショナル
なものを引き寄せ、利用し、交渉してし、く過程が確認できた。これらの過程は、総じて、 「ローカノレj なものをナシ
ョナルな境界と一致させようとする欲望につらぬかれたものであった。しかし、その一方で、 「ローカル」な試みに
は、ナショナルなものを食い破ろうとする動きがふくまれていたことも明らかになった。すなわち、グローパルなポ
ヒ。ュラーカルチャーは、ナショナルと枠付けられた中の「ローカノレ」を活性化させ、そのへゲ、モニー争いによって、
強化されるとともに、揺さぶられていたのである。
このようなヘゲモニー争いの中で、 「ローカノレ」なものたちは(日本〉を再構成し、ポピュラーカルチャーを通じ
た日本イメージを持つようになってきた。そこでは、これまでイメージを否定的なものへと方向付けてきた「反日」
という枠組が、全面的な影響力を発揮するのではなく、部分化されていきつつある。そして、だからこそ、さまざま
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なイメージの総体としてく日本)が想像されつつあるのだということがわかった。グローバルなポピュラーカルチャ
ーの流れがもたらしたものとは、その受容によるイメージの多様化というだけではなく、イメージを方向付け、イメ
ージについての語りを生み出す場そのものの変化だ、ったのである。
以上をうけて、本論は、グローパルなポピュラーカルチャーの相互浸透が可能にする、新しい日韓関係とは、脱日
韓的な関係の模索であろうと結論している。
論文審査の結果の要旨
本論文は、戦後における韓国社会の変化と日本イメージの変容を、ポピュラーカルチャーを媒介にして論じたもの
である。特に、韓国における日本のイメージを、従来の「反日」か、それとも文化交流を通じた日韓の和解かという
視点を越えて、グローパリゼーションのなかでの若い世代の意識変容を詳細に分析することで新たな観点を付け加え
ようとした点は、きわめて興味深いものといえるだろう。
また、韓国現地での数度にわたる実地調査やインタビ、ューなどを通して、韓国におけるマンファ(韓国版のマンガ)
の歴史や日本マンガ、の受容のプロセス、それにともなう反日、儒教的文化、経済産業政策の動向などについて詳しく
論じている点も、これまでにないユニークな研究であるといえる。
さらに、文化のグローパリゼーションを前にして、グローパルとローカルという現在もっともホットな視座を援用
しつつ、それを独自の観点から整理することで、韓国におけるナショナリズム意識の動的な変容や日本イメージの変
化を、これまでと比べて重層的な視座で解剖しようと試みている点も高く評価できる。
以上の理由から、韓国社会の変化と日本イメージの変容をダイナミックに論じた本論文は、博士(人間科学)の授
与に値するものであると判定を下した。
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